
共済事業本
部より西畑地区より

　帯屋町で 「れいほく村」という店を開いて
２年目になります。
　食材もお酒もれいほく産にこだわっています。
土佐あかうしの炙り握りや山の幸をネタにした
田舎寿司も人気がありますね。吉野川上流の
きれいな水で育ったアメゴもおすすめです。
顔見知りの生産者から直接仕入れる食材には
自信があります。新鮮なので、味付けはシンプ
ルにしています。旬のものを旬の時期に味わっ
てほしいですね。
　コロナ対策をしているので営業時間等は
ホームページやインスタグラムでご確認ください。

旬の味覚を味わって
川田 晶一さん  （47歳）

　18アールのハウスで、祖母と従業員の３人
でキュウリを作っています。
　他の人の圃場を見に行って自分との栽培
管理の違いを理解するなど、収量を増やす努
力をしています。環境制御技術を取り入れ、
面積当たりの収量を増やすことで 「休みが取
れる農業」の形が見えてきました。子どもが
小さいので、家族と過ごす時間が癒しです。
　西畑人形芝居保存会に所属し、人形芝居
を上演したり、太刀踊りのメンバーとして活動
しています。コロナが収まったら公演や出前
授業に力を入れたいですね。

かた やま　なが とし

「休みが取れる農業」を
目指しています
片山 祥寿さん  （36歳）

　ＪＡ高知県に入組して１年目です。共済事業
本部で主に自動車共済の事務をしています。
直接地域の方にお会いする場面は少ないです
が、昨年、スタッフとして親子あぐりスクールに
参加しました。親子が笑顔でキュウリを収穫し
たり、汗をかきながら稲刈りをするのを見て、
土や農業に触れる喜びを一緒に感じました。
　出身は神奈川県ですが、自然と人の明るさ
が好きで、高知で働こうと決めました。その中
でも高知の人の役に立てるＪＡを選びました。
忙しい日々ですが、やりがいを感じています。

たて いし　 ま   な    み

高知が好きです
立石 真菜美さん  （24歳）

　キャベツ、ブロッコリー、ミニ白菜などを夫婦
で作って直販所に出しています。
　定年までフェリーに乗っていたので、陸に上
がって農業をやってみたかったのがきっかけで
す。農業は気候が変わったり、虫がついたり思
い通りにならないこともありますが、周りのベテ
ラン農家に教わって毎年１年生のつもりで作っ
ています。
　お客さんとも売り場でよく話します。食べ方や
選び方、旬の時期を教えると喜んでくれますね。
自分が美味しいと思う野菜を作って出すのが
楽しみです。

出荷するのが楽しみ
門屋 幸夫さん  （80歳）
かど  や　さち  お かわ  だ　あきかず

直販部より
高知地区

より

インスタグラム





高知地区版

高知農業改良普及所より

鳥獣被害対策専門員からのお知らせ

農村女性リーダー・青年農業士の紹介

狩猟の魅力とメリット
　狩猟は「究極のアウトドア」と言われるように、非常にたくさんの魅力があります。
・自然の中で、野生動物と本気の駆け引きができる。
・お肉になるまでの過程を一から経験することができ、食に対してより有難みが感じられるようになる。
・購入すると高価なジビエ肉を、自分の力で得ることができる。  ・農作物、そして地域を守ることに貢献できる。
　などです。私たちが普段目にするようなスーパーに並ぶお肉も、生き物の命を頂いて
います。狩猟することで「食べる」とはすなわち「命を頂く」と言うことが身に染みて感
じられ、より感謝してお肉を頂けるようになるのではないでしょうか。

ハンターになるには
　ハンターになって狩猟を始めるには、狩猟免許の取得や猟具の所持、狩猟者登録など、必要なプロセスがあります。それぞ
れ、安全に狩猟をするためには大切ですので、きちんと理解しましょう。
①狩猟のルール・マナー、必要な経費を理解する　②狩猟免許を取得する
③猟具（猟銃、わな、網）を所持する　④狩猟者登録をする
詳しくは上記電話番号までお気軽にお問い合わせください。

狩猟免許を取って、ハンターになろう！

いつでもどこでも手軽に体操

よこさ こ　　ゆうた
鳥獣被害対策専門員　横佐古　優太

携帯電話:090－3189－0373

日本体育大学教授●荒木　達雄

「The Taiso」の20秒で手軽にできる体操を紹介します。
時間や場所に合わせてノーマルバージョン、ショートバージョンにも挑戦してください。

The Taiso「20秒バージョン」

（公財）日本体操協会

（１）胸部：曲げ伸ばす　脚部：足踏み
 両手を軽く曲げ構えます。足踏みしながら両腕を前に伸ばし、
 戻した後に拍手を２回します。
 これを繰り返します。次に足踏みしながら両腕を胸の前で交差し、
 腕を戻して両肩をタッチして２回拍手します。これももう１度行います。

（２）最後のポーズ
 手拍子をした後、両腕を上げてポーズを取ります。

20秒バージョンの
動画はこちら

ノーマルバージョンの
動画はこちら

ショートバージョン
（運動時間53秒）の

動画はこちら

《ザ･タイソウ　検索》

❶

❷

イラスト／川田満成
お問合わせ先　高知県中央西農業振興センター高知農業改良普及所

電話　088－861－0711　ＦＡＸ　088－861－0660

　高知県下で活躍する農村女性リーダー及び青年農業士についてご紹介させていただきます。令和２年度は、管
内で高知市春野町から農村女性リーダー１名、青年農業士２名が新たに高知県知事から認定されました。

高知県農村女性リーダーとは
　女性の視点や能力を生かした農業経営や農村地域の活性化につなげるため、農業経営と農家生活の改善に意欲的で、
さらに後継者育成や地域振興等、農村地域づくりの中核となって活動が期待される女性農業者を「農村女性リーダー」とし
て県知事が認定するものです。
　農村女性リーダーの認定要件は、①高知県内に在住し、主として農業に従事している成人女性。②組織や集団の活動に積
極的に参画することが見込まれ、将来もその指導的な活動ができると見込まれる者。③農業経営へ主体的に参画し、農業経
営、農家生活の改善、地域農業の振興等に関する課題解決に向けて意欲的に活動を行うことが期待される者となっています。

農村女性リーダーの活動は
（１）全域での活動（農村女性リーダーネットワーク）
　県下で246名の方が認定されており、研修会、先進地研修、地区交流会、青年農業士等との合同研修会、ネットワー
ク通信の発行等で、地域の中心となって所属するグループや他地域のリーダーと連携しながら、活躍しております。
（２）高知地区での活動
　高知地区では、30名のリーダーが活躍しています。主な活動としては、地区リーダーお宅訪問、先進地研修、各地域で
開催される経営・労務管理･技術講座への参加､地区協議会便りの発行等を行っています。

高知県青年農業士とは
　次代の中核的農業経営者を目指す優秀な農業青年を｢青年農業士｣に認定し、認定後の自主的かつ組織的研究活動を
促進することで資質向上を図り、地域リーダーとしての自信と誇りを喚起し、併せて一般就農青年の教育及び研修に励みと
目標を与えることを目的としています。
　高知県青年農業士の認定要件は、①青年農業士の認定申請のできるものは高知県内に在住し、25歳以上 40 歳以下
の就農者であること。②一定期間の営農体験を有し、かつ将来も引き続き農業経営を実践しようとする者。③人格、経営管
理能力、経営実績及び地域集団への貢献度等において、特に他の農業青年の範となる者となっています。

青年農業士の活動は
　青年農業士は地域の発展を目的に、地区ごとに独自の研究活動をしています。中央西ブロックでは、29名の青年農業
士が新農業技術の開発を目指した先進地視察や、量販店との意見交換などの活動を行っています。また、県域の青年農
業士とも連携を図りながら、共通課題の解決に向けて取り組んでいます。

　地域の農業を発展させるためには、核となるリーダーの育成は必須です。農村女性リーダー、青年農業士ともに、「この
人に是非」という人材の推薦にご協力ください。

認定書授与式 新認定者と知事との意見交換会

→地域のルールに則って猟場へ ！
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コ
ロ
ナ
コ
ロ
ナ
で
毎
日
野
菜
づ
く
り
に
励
ん
で
い
ま
す
。

お
か
げ
で
安
全
安
心
な
野
菜
を
毎
日
食
べ
て
い
ま
す
。

こ
う
ぐ
り
を
と
て
も
楽
し
み
に
待
っ
て
い
ま
す
。

（
高
知
市
針
木
本
町　

77
歳
）

▼
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
に
よ
っ
て
貿
易
急
減
と

な
り
、
日
本
が
い
か
に
輸
入
に
頼
っ
て
い
る
か
が
浮
き
彫

り
に
な
り
ま
し
た
ね
。
自
分
で
育
て
た
野
菜
を
食
べ
ら

れ
る
の
は
ど
ん
な
に
幸
せ
な
こ
と
で
し
ょ
う
！  

こ
れ
か

ら
も
安
全
安
心
な
野
菜
を
育
て
て
く
だ
さ
い
。

ベ
ル
ガ
モ
ッ
ト
見
て
み
た
い
で
す
。
ど
ん
な
に
お
い
か
な
？

（
春
野
町
南
ヶ
丘　

72
歳
）

▼
食
べ
ら
れ
な
い
柑
橘
系
の
１
つ
で
も
あ
る
ベ
ル
ガ
モ
ッ

ト
、
ど
ん
な
香
り
が
す
る
の
か
気
に
な
り
ま
す
ね
！

一
次
産
業
の
大
切
さ
を
も
っ
と
い
ろ
ん
な
方
面
か
ら
ア

ピ
ー
ル
を
す
る
べ
き
と
思
う
。

（
高
知
市
小
石
木
町　

69
歳
）

▼
ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！  

Ｊ
Ａ
高
知
県
で

は
、
広
報
誌
以
外
で
も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用

し
て
情
報
の
発
信
を
行
っ
て
い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
方

面
か
ら
Ｊ
Ａ
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
情
報
発
信

を
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い
き
ま
す
。

表
紙
が
と
て
も
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
り
ま
す
。
中
を
読
ん

で
み
よ
う
と
気
に
な
り
ま
す
。（高

知
市
鴨
部　

68
歳
）

▼
こ
う
ぐ
り
の
表
紙
は
、
各
地
区
の
広
報
担
当
者
が
持

ち
回
り
で
撮
影
し
て
い
ま
す
。
読
ん
で
み
よ
う
と
思
っ

て
い
た
だ
け
る
写
真
を
こ
れ
か
ら
も
撮
れ
る
よ
う
に
担

当
者
一
同
頑
張
り
ま
す
！

▼
ポ
ン
カ
ン
ゼ
リ
ー
美
味
し
そ
う
で
す
よ
ね
！  

自
分
に
な

い
ア
イ
デ
ア
レ
シ
ピ
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
と
私
も
試
し
て

み
た
く
な
り
ま
す
。
J
A
高
知
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

レ
シ
ピ
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ゼ
リ
ー
の
作
り
方
や
野
菜
の
料
理
の
作
り
方
等
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
寄
せ
植
え
も
良
か
っ
た
で
す
。

（
春
野
町
弘
岡
下　

24
歳
）

▼
２
０
２
１
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！  

お
知
り

合
い
の
方
が
載
っ
て
い
る
と
、
広
報
誌
が
更
に
身
近
に
感

じ
ま
す
よ
ね
。
こ
れ
か
ら
も
ご
愛
読
い
た
だ
け
る
と
嬉

し
い
で
す
。

い
よ
い
よ
本
号
で
２
０
２
０
年
も
終
わ
り
で
す
ね
。
毎
月

の
よ
う
に
「
・
・
・
・
気
に
な
る
人
」
に
知
っ
た
人
の
顔

が
出
て
懐
か
し
く
楽
し
く
拝
見
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
！

（
春
野
町
弘
岡
下　

97
歳
）

▼
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た
「
ゆ
ず
ご
ま
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
」

は
、 

Ｊ
Ａ
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
『
と
さ
の
さ
と
』
や

県
内
量
販
店
な
ど
で
販
売
中
で
す
！  

見
つ
け
た
ら
ぜ

ひ
試
し
て
み
て
く
だ
さ
い
ね
。

ユ
ズ
へ
の
取
り
組
み
が
素
晴
ら
し
く
、
れ
い
ほ
く
の
方
々

の
ユ
ズ
に
対
す
る
愛
情
が
感
じ
ら
れ
、
吉
川
さ
ん
の
笑

顔
が
と
っ
て
も
素
敵
で
す
。
店
で
見
た
ら
絶
対
買
い
ま

す
。
特
に
「
ゆ
ず
ご
ま
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
」
味
見
し
て
み

た
い
で
す
。

（
春
野
町
弘
岡
中　

67
歳
）

▼
お
か
え
り
な
さ
い
！  
そ
し
て
、
初
め
て
の
ご
応
募
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
何
を
栽
培
さ
れ
る
の
で
し
ょ

う
か
？  

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

大
豊
へ
定
年
後
帰
り
、
農
業
復
活
へ
準
備
中
で
す
。
特

に
地
元
の
柚
子
工
場
の
記
事
は
興
味
深
く
読
ん
で
初
め

て
応
募
し
ま
し
た
。

（
高
知
市
介
良
乙　

57
歳
）

▼
ジ
ム
に
、
プ
ー
ル
に
、
温
泉
と
、
た
く
さ
ん
楽
し
ん
で

い
た
だ
け
る
の
が
『
な
が
お
か
温
泉
』
で
す
。
温
泉
に

の
ん
び
り
と
浸
か
っ
て
ゆ
っ
く
り
し
て
く
だ
さ
い
ね
。

毎
月
こ
う
ぐ
り
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
な
が

お
か
温
泉
に
行
っ
て
心
も
身
も
ゆ
っ
た
り
し
た
い
。
食
事

も
お
い
し
そ
う
で
す
ね
。
足
を
の
ば
し
て
あ
い
あ
い
広

場
ま
で
行
き
た
い
。

（
春
野
町
内
ノ
谷　

67
歳
）

【連絡先一覧表】
春野支所
総務課 894－3033 店舗課 828－6116
信用課 894－2203
共済課 894－3304

金融渉外課 894－3309
高吾サービスセンター
（事故処理） 892－3605

営農経済センター
販売課 894－2222
営農渉外課 894－5660
購買課 828－6111

ビニール加工場 894－4264

農機センター 894－5290

営農経済センター

配送部門 828－6113
重油係 828－6115

Ａコープはるの 894－2225

ＪＡグリーンはるの店 828－6161

ルミエールはるの（フリーダイヤル24時間）0800－200－5911

ＪＡ子会社
（株）JAエナジーこうち

春野給油所 828－6212

養鰻出荷・加工場 894－5424
はるちゃんのアイス屋 894－2760

きゅうり部会よりお願い
空きハウスを探しています
空きハウス活用しませんか

　きゅうり部会では栽培面積の減少を防ぎ産地を維持することを目的
に、平成24年より指導農業士の元で新規就農希望者の研修を１年
間行い、終了後は独立・就農していただく取り組みを行っています。
　研修終了後の新規就農者は中古ハウスを借りてきゅうり栽培をス
タートします。つきましては使用していないハウスがある方、その様な
情報をお持ちの方は営農渉外課（☎894－5660）へご連絡いただき
新規就農者へハウスを貸していただきますようお願いします。

新規就農者独立への取り組み

平成26年
１名・20㌃ ３名・60㌃ ２名・30㌃

平成27年 平成28年

平成29年
１名・29㌃ １名・15㌃ １名・10㌃

平成30年 令和１年度

研修終了後新規就農者数・栽培面積


